
開発担当機関：農研機構 中央農業総合研究センター、農研機構 畜産草地研究所

安価な飼料用米破砕装置及びロールベール運搬装置を開発。また、飼料用米栽培マニュアルを公表。

期待される効果 ・栽培マニュアルと組み合わせ、飼料用米生産における作業の効率化や低コスト化できる。
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飼料用米・稲発酵粗飼料生産の効率化のための技術

収 穫飼料用
米

給餌

品種選定、播種・育苗
ほ場準備、（耕起、代かき）

飼料用米・稲発酵粗飼料
生産の流れ

稲発酵
粗飼料

給餌

ベールラッパ
作業

乾燥・調製

ロールベール搬出作業の短縮

「多収米栽培マニュアル」 「新しい多収米品種」

稲発酵粗飼料収穫後のロールベール搬出作業時間が短縮

収穫しながら
ロールベールを
農道付近に運搬

稲発酵粗飼料栽培ほ場図

低コスト生産のポイントや品種の特性を分かりやすく解説

荷下ろし位置
（▲）の集約化

「飼料用米の生産・給与技術マニュアル<第１版>」

ロールベール（▲）を
農道付近に荷下ろし

収穫機に取り付けた
ロールベール運搬装置

単収向上のための栽培マニュアルの活用

飼料用米破砕装置

粉砕後の籾米（左）と玄米（右）

消化効率向上で飼料代節約

特殊なダブルロールを開発

籾米でも玄米でも粉砕可能

家畜の栄養吸収率の向上

導入をオススメする対象
国産飼料の利用拡大を進めている生産者等

作業時間が短縮

ベールラップや
搬出作業の範囲が限定

225分 147分作業効率
約35%向上

肥培管理

軽トラックの荷台で運搬可能

（約50aのほ場で両側搬出法の場合）



50.7 

64.0 
58.8 

86.7 

39.4 

67.7 

0 

20 

40 

60 

80 

100 

とよのか 章姫 紅ほっぺ

イチゴうどんこ病発生の抑制効果が期待できる病害防除システムを開発。

レタスビッグベイン病に対し、従来の抵抗性品種より強い抵抗性を持つ品種を開発。

●●● 7  ●●●

省力的で環境に優しい病害防除のための技術

レタス品種「フユヒカリ」：農研機構 野菜茶業研究所、農研機構 東北農業研究センター、農研機構 近畿中国四国農業研究センター

期待される
効果

・イチゴうどんこ病の発生を抑制し、
果実の良品収穫量の向上が期待できる。

従来の抵抗性品種より強い抵抗性を保持

開発担当機関：

レタスビッグベイン病

イチゴうどんこ病の発生を抑制できる病害防除システム

イチゴ苗定植後、
紫外線※を予防的に照射

病害防除システム

病害防除システム：兵庫県立農林水産技術総合センター、パナソニック電工（株）、千葉大学、大阪府環境農林水産総合研究所

１か月間の品種別収量 （kg/a/月）

病害の抑制に
より各品種で
収量が回復

紫外線から受けるストレスで、抵抗性を
獲得し、うどんこ病に罹りにくくなる

うどんこ病害を軽減し、良品の収穫量向上

紫外線を受けた植物体はキチナーゼ等の病害抵抗性に関与する物質を生成。

■防除システム未使用区、■防除システム使用区
調査期間：1月中旬～2月中旬、栽培条件：電照・加温ともになし

誘導抵抗性によるうどんこ病発生抑制の仕組み

レタスビッグベイン病抵抗性レタス品種｢フユヒカリ｣

期待される
効果 ・秋まき厳寒期どりレタスの安定生産に寄与する。

・葉脈付近が白くなる。
・レタスの玉が小さくなる。
・土壌伝染性のため、レタスの作付け
を止めない限り、根絶は困難。

・ 汚染ほ場の拡大防止

・ 発病しにくい栽培環境

・ ほ場の汚染程度の減少

・ 発病しにくい品種の利用

高い抵抗性を保持する
新品種「フユヒカリ」の開発

複合的な防除対策が必要

フユ
ヒカリ

ロジック
（抵抗性）

シスコ
（罹病性）

「フユヒカリ」と他品種の
抵抗性程度の比較
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発病しても
症状が弱い

・「シスコ」と比べ、２割以上の増収。
・収量及び球の品質は「ロジック」と同等。

品種の特性

昭和５３年に発生が確認された後、
全国の冬春レタス産地で発生。

・専用光源は10aあたり
約30台設置。

・光源からイチゴまでの

距離は基本的に2m。

※ 紫外線(UV-B)の
波長域は280～315nm

導入をオススメする対象
上記病害が発生している生産者、または予防対策をしたい生産者



「農業新技術「農業新技術20102010」個別技術」個別技術 問い合わせ先問い合わせ先
施設園芸作物の省エネルギー対策技術

｢使いやすさ」｢食べやすさ」を
追求した高付加価値作物

飼料自給率向上のための技術

◎ 施設園芸栽培の省エネルギー技術のポイント
三重県農業研究所 企画調整課
電話：0598-42-6357
http://www.mate.pref.mie.jp/marc/

◎省 ネ ギ 技術 組み合わせ デ

◎ 飼料用米破砕装置

農研機構 中央農業総合研究センター

企画管理部情報広報課
電話：029-838-8979
ＨＰ：http://narc naro affrc go jp/

◎ 「とちのいぶき」
栃木県農業試験場 栃木分場
電話：0282-27-2711
ＨＰ：http://www.pref.tochigi.lg.jp/system/

desaki/desaki/nougyou-s.html

◎省エネルギー技術の組み合わせモデル
○イチゴ、キュウリ

岐阜農業技術センター 野菜・果樹部
電話：058-239-3131   
http://c24401@pref.gifu.lg.jp 

ＨＰ：http://narc.naro.affrc.go.jp/

◎ ロールベール運搬装置

農研機構 中央農業総合研究センター

北陸研究センター 北陸企画管理室
電話：025-526-3215

◎ 「白妙二条」
農研機構 九州沖縄農業研究センター 広報普及室
電話：096-242-7780
ＨＰ：http://konarc.naro.affrc.go.jp/

◎ 「ぽろたん」、「シャインマスカット」、

○バラ、観葉植物、ハウスミカン、ハウスイチジク
愛知県農業総合試験場 園芸研究部 花きグループ
電話：0561-62-0085(内線５４１)
http://www.pref.aichi.jp/nososi/

○トマト、ハウスナシ

ＨＰ：http://narc.naro.affrc.go.jp/
inada/

◎栽培マニュアル
○「多収米栽培マニュアル」

農林水産省生産局農業生産支援課

ャ
「花穂整形器」

農研機構 果樹研究所 企画管理部情報広報課
電話：029-838-6447
ＨＰ：http://fruit.naro.affrc.go.jp/

◎ 「クイックスイート」○トマト、ハウスナシ
三重県農業研究所 企画調整課
電話：0598-42-6357
http://www.mate.pref.mie.jp/marc/

○トマト
農研機構 野菜茶業研究所 武豊研究拠点

農林水産省生産局農業生産支援課
電話：03-3502-8111（内線4792）
ＨＰ： http://www.s.affrc.go.jp/docs/

producer/rice/pdf/tasyuumai_

m.pdf 

○「新しい多収米品種」
環境に優しい

病害防除のための技術

農研機構 作物研究所 企画管理室
電話：029-838-8260
ＨＰ：http://nics.naro.affrc.go.jp/

農研機構 野菜茶業研究所 武豊研究拠点
電話：0569-72-1166
http://vegetea.naro.affrc.go.jp/

早期成園 省力化効果のある

○ 新しい多収米品種」

農林水産省農林水産技術会議事務局
研究開発官（食料戦略）室
電話：03-6744-2214
ＨＰ：http://www.s.affrc.go.jp/docs/

producer/rice/pdf/tasyuumai_

df

病害防除のための技術

◎ イチゴうどんこ病の発生を抑制できる
病害防除システム
兵庫県立農林水産技術総合センター
農業技術センター環境・病害虫部

注：下線は「農業新技術2010」で紹介した作物である。

◎ ナシの樹体ジョイント技術
神奈川県農業技術センター 企画調整部
電話：0463 58 0333

早期成園、省力化効果のある
｢ナシの樹体ジョイント技術」

p.pdf 

○「飼料用米の生産・給与技術マニュアル
<第１版>」

農研機構 畜産草地研究所
企画管理部情報広報課
電話：029 838 8611

◎ レタスビッグベイン病抵抗性レタス品種
｢フユヒカリ」
農研機構 野菜茶業研究所 企画管理部情報広報課

農業技術センタ 環境 病害虫部
電話：0790-47-2448
ＨＰ：http://hyogo-nourinsuisangc.jp/index.htm

電話：0463-58-0333

ＨＰ：http://www.agri-kanagawa.jp/
nosoken/nosoken.asp
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電話：029-838-8611
ＨＰ：http://nilgs.naro.affrc.go.jp/

project/esapro/esa-data/
r-manual.htm 

農研機構 野菜茶業研究所 企画管理部情報広報課
電話：059-268-4626
ＨＰ：http://vegetea.naro.affrc.go.jp/

（注意）「農研機構」は「独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構」の略である。



水田等を活用した飼料自給率の向上のための技術

「農業新技術2009」個別技術（参考）

地域に適合した飼料用稲品種と新たな収穫調整利用技術 水田等を有効活用した放牧による家畜生産技術

冬秋

北海道から九州まで地域に適合し
た飼料用稲品種を育成。

飼料用稲の立毛利用と稲発酵粗飼料の給与を組み合わせた
繁殖牛の周年放牧体系を開発。自走式

裁断型
収穫機 冬秋

春～夏

嗜好性の高いサイレージ生産がで
きる収穫調整技術を開発。

また、飼料用米の有効活用につい
て紹介。

収穫機

飼料用米はトウモロコシ
同様、家畜へのエネル
ギー源として給与可能

草地で放牧 飼料用イネの立毛放牧 稲発酵粗飼料を水田で給与

生産現場でのコスト縮減のための技術

肥料を大幅に削減できる
露地野菜向け部分施肥技術

イチゴのクラウン温度制御 落葉果樹の
溶液受粉技術

ゴ

うね内部分施用技術

うね立て時 クラウン部

受粉作業後の
花の様子

（キウイフル ツ）露地野菜向け部分施肥技術 溶液受粉技術
キウイフルーツを

はじめ、ニホンナシ等の

落葉果樹の人工受粉を省

力化する溶液受粉を開

イチゴの株もとに冷温
水を流しクラウン部の
温度を制御することに
より、果実肥大の向
上、収量の平準化およ
び ストの低減ができ

うね立て作業と
同時に、肥料を
うね中央部に限
定して施用する

肥料

うね立て時

収穫時

クラウン部 （キウイフルーツ）

効率的な病害虫防除の推進のための技術
ジ ガイモシストセンチ ウの簡易土壌検診

発。びコストの低減ができ
る技術を開発。

定して施用する
技術を開発。

うね内部分施用機 冷温水を往復させる

透明プラスチックカップに検診用土壌と
種いもを入れ、50～60日程度培養し、
種いもの発根を促進させると、汚染土壌
では本センチュウの雌成虫が出現し判別

検診用土壌

種いもピーマン等のトウガラシ類に被害をお
よぼす土壌伝染性病害の疫病、青枯病

ジャガイモシストセンチュウの簡易土壌検診抵抗性トウガラシ類
台木用品種「台パワー」

暗所
条件で
培養

カップの側面・底面からふたを
開けずに肉眼で確認できる。

↓通気口

●●● 9  ●●●詳細は農林水産技術会議事務局ホームページ（http://www.s.affrc.go.jp/）をご覧下さい。

では本センチュウの雌成虫が出現し判別
することが可能となる簡易な土壌検診技
術を開発。

検診用土壌50ml

約85ml透明蓋付きカップ

およびモザイク病に対して、強度の複
合抵抗性を有する台木用品種を開発。

台木：
ベルマサリ

台木：
台パワー

ベルマサリ台は
疫病により萎凋

本センチュウがいれば、根の表面に
黄色い球状の雌成虫が確認できる。



土地利用型作物の生産のための技術

選ばれる産地づくりに向けた
麦の高品質栽培技術

北信越 めん用小麦
ネバリゴシ

東北

めん用小麦 パン用春播き小麦
きたほなみ（北海道） 春よ恋（北海道）
きたもえ（北海道） はるきらり（北海道）

パン用小麦
キタノカオリ（北海道）

北海道

北信越 めん用小麦
ネバリゴシ

東北

めん用小麦 パン用春播き小麦
きたほなみ（北海道） 春よ恋（北海道）
きたもえ（北海道） はるきらり（北海道）

パン用小麦
キタノカオリ（北海道）

北海道

が

生産性が高く高品質な農産物生産に向けた技術

不耕起汎用播種機

「農業新技術「農業新技術20082008」個別技術」個別技術「農業新技術「農業新技術20072007」個別技術」個別技術

麦の高品質栽培技術
めん用小麦
ユメセイキ（長野）

パン・中華めん用小麦
ユメアサヒ（長野）

六条大麦
ファイバースノウ
（長野・新潟・富山・石川・福井）

ネバリゴシ
（青森・岩手・ 秋田・山形）

パン用小麦
ゆきちから（岩手・宮城・福島）

六条大麦
ファイバースノウ（岩手・福島）

めん用小麦
きぬの波（群馬・茨城、埼玉）
あやひかり（埼玉・三重）
イワイノダイチ（栃木・愛知・岐阜・静岡）

パン用小麦
ニシノカオリ（三重）
ユメシホウ

醤油・中華めん用
タマイズミ（栃木・岐阜・三重）

二条大麦
スカイゴールデン（栃木）
サチホゴールデン（栃木）

六条大麦
さやかぜ（群馬）
シルキースノウ（栃木・茨城）

関東・東海

めん用小麦
ふくさやか（滋賀・山口）
ふくほのか（兵庫）

パン用小麦
ニシノカオリ（京都・山口）
ミナミノカオリ（広島）

裸麦
マンネンボシ（香川・愛媛）

パン用小麦
ニシノカオリ
（佐賀・熊本・大分）
ミナミノカオリ
（福岡・大分・熊本・長崎）

裸麦
トヨノカゼ（大分）

二条大麦
しゅんれい（福岡）

はるしずく（福岡・熊本）
煌二条

九州

近畿・中国・四国

めん用小麦
ユメセイキ（長野）

パン・中華めん用小麦
ユメアサヒ（長野）

六条大麦
ファイバースノウ
（長野・新潟・富山・石川・福井）

ネバリゴシ
（青森・岩手・ 秋田・山形）

パン用小麦
ゆきちから（岩手・宮城・福島）

六条大麦
ファイバースノウ（岩手・福島）

めん用小麦
きぬの波（群馬・茨城、埼玉）
あやひかり（埼玉・三重）
イワイノダイチ（栃木・愛知・岐阜・静岡）

パン用小麦
ニシノカオリ（三重）
ユメシホウ

醤油・中華めん用
タマイズミ（栃木・岐阜・三重）

二条大麦
スカイゴールデン（栃木）
サチホゴールデン（栃木）

六条大麦
さやかぜ（群馬）
シルキースノウ（栃木・茨城）

関東・東海

めん用小麦
ふくさやか（滋賀・山口）
ふくほのか（兵庫）

パン用小麦
ニシノカオリ（京都・山口）
ミナミノカオリ（広島）

裸麦
マンネンボシ（香川・愛媛）

パン用小麦
ニシノカオリ
（佐賀・熊本・大分）
ミナミノカオリ
（福岡・大分・熊本・長崎）

裸麦
トヨノカゼ（大分）

二条大麦
しゅんれい（福岡）

はるしずく（福岡・熊本）
煌二条

九州

近畿・中国・四国

普及が見込まれる

麦の新品種

不耕起Ｖ溝
播種機

水稲作・麦作・大豆作に汎用利用が可能な播種

機。耕起作業が省略できる。慣行栽培とは同等の

収量。

大豆の安定多収生産「大豆300A技術」 藁

各地域、各用途向けの麦の新品種の開発、

品種の能力を最大限発揮する高品質・安定

栽培技術。

園芸作物の生産のための技術

高品質果実・野菜の栽培技術

水田作大豆の安定的な収穫のポイントとなる湿害

回避等を効果的に行うべく、土壌条件に応じた適

切な耕起・播種等の栽培技術。

大豆の安定多収生産「大豆300A技術」
溝切り部

5cm

種子

藁

↑不耕起播種では、前作の藁を切断
しながら 溝を切り播種し 他の

天候に左右されない高品質かんきつの

栽培技術 着果促進処理が不要で農業

地球温暖化への適応のための技術

単為結果性

ナス品種

「あのみのり」

マルドリ方式に
よる高品質カン
キツ栽培技術

食味の良い四季成り

新品種「なつあかり」

新部材（10年以上の耐久性のフィルム）・新工

法（工期が短く強度が高い基礎工法等）を用

い 設置コストを４割削減し かつ 風速

超低コスト耐候性ハウス

しながら、溝を切り播種し、他の
部分は耕さない。

栽培技術、着果促進処理が不要で農業

労働時間を軽減できるナスの新品種、

夏秋に収穫できるイチゴの栽培技術。

高温による品質低下を軽減するための、高温耐性

品種や、高温により生じる胴割れ米を軽減するた

めの適切な栽培管理。

にこまる

整粒
白未
熟粒

その他高温耐性品種
「にこまる」

い、設置コストを４割削減し、かつ、風速

50m/sに耐える十分な強度も備えるハウス。

飼料自給率の向上に向けた技術

稲発酵粗飼料を全期間給与した肉用牛肥育

水稲栽培における地球温暖化への適応策

循環型社会の形成のための技術

食品残さを活用した発酵リキッドフィーディング技術

食品残さを処理・発酵させ、豚の飼料として

利用する技術。
発酵リキッド飼料を
給餌する様子

稲発酵粗飼料を全期間給与した肉用牛肥育

「べこあおば」の草姿

肉用牛の肥育時に、輸入乾草に代えて稲発酵粗飼料を給与する。

慣行の肥育と同等の増体とともに、肉色の退化が抑制される。

作物生産を支える共通基盤技術

湿害や干ばつを防止する新地下水位
制御システム

利用する技術。

中山間地域等の振興に向けた技術

イノシシ、サルの侵入防止効果の高い防護柵

イノシシの跳躍特性の解析による、「忍び返し」（金網

の折り返し）をつけた防護柵と、サルが登りにくく、確
新地下水位
制御システム
概略

●●● 10 ●●●詳細は農林水産技術会議事務局ホームページ（http://www.s.affrc.go.jp/）をご覧下さい。

「忍び返し」の施工例（滋賀県日野町）

の折り返し）をつけた防護柵と、サルが登りにくく、確

実に電気ショックを与えるネット型電気柵。 田畑輪換を前提とした、地下水位を容易に

制御できるシステム。
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